歴史地震研究会2011~2012年度　第2回幹事会　

2012年2月13日　17:00～19:00　地震予知総合研究振興会会議室にて
出席者　武村・松浦・金田・吉田・林・中村・永井・小松原

議題1　横浜大会企画案

· 2011年11月17日開催の担当者会議で話し合われたこと
1）総会会場について：横浜開港資料館講堂を18時まで使用する許可を得たので，9月15日(2日目)の研究発表会後にそのまま講堂で総会を開催する．
2)ポスター発表会場について：都市発展記念館1階のフリースペースをポスター会場として確保した． 
3)懇親会について：旧横浜商工奨励館の「LUNCHAN AVENUE」を予定．ただし予約受付が半年前から．
4）巡検：シテイガイド協会と交渉した．参加者30人の場合，ガイドは3人．ガイド費用は1人あたり2500円
5)飲食：横浜開港資料館の講堂と中にはは飲食可なので雨天時にも食事可能，山下公園周辺にはレストランなどが多数あるので問題なし．
6）アルバイト：松浦副会長経由で横国大工学部の先生に依頼する．2名×2日依頼．金曜午前中は確実に2名確保希望．公開シンポには首都圏形成史研究会にも協力していただける．
7）各種申請手続き：共催と後援の申請は3ヶ月前までに行う必要あり．

どの行事項目を「共催」「後援」とするか，吉田行事幹事が決め，以来文書を小松原が作成し5月に提出する．

8）各種イベントの責任者について

ポスター展示・懇親会・巡検・講演会に吉田行事幹事以外の歴史地震研究会幹事を出すようにとの依頼があり，武村会長・松浦副会長は現場にいるようにする．
9）公開シンポジウムについて：首都圏形成史研究会の例会と合同開催とする．講演者は武村会長・寺嵜博康氏・ほか１名調整中。
対象を横浜市だけではなく神奈川県下の震災とする方向で講演内容を検討している．
・今後の予定など

10)プログラムの作成について：プログラムは行事委員会で組む予定．なかなか行事委員が集まる時間を作れないのがやや難．
11)今後の予定

3月に研究会幹部と現地下見する．
4月10日の地震学会NL原稿締め切りまでに講演申し込みの文案を作る．林広報幹事から馬場行事委員（ｃｃ吉田行事幹事）に文案例を送り，文面作成．メールの届かない人には適宜手紙で送る．
議題2　第2回震災予防講演会(後援名義使用)報告

震災予防講演会は盛況だった．
議題3　新潟日報・朝日新聞で武村会長の記事が掲載された．
議題4　会誌の編集状況報告
今年度は6件寄稿され，うち1件取り下げ，実質5件．
現在編集作業中．例年と同じペースで進んでいる．
議題5　入退会申請

聖城雅夫氏・越後智雄氏・三神厚氏・新田康二氏・上田誠氏・高野宏康氏・相原淳一氏の7名の入会申請あり．
全員申請承認．
議題6　著作権の取り扱い等に関するアンケート調査について
筑波大学付属図書館より，会誌を機関リポジトリに公開しても良いかどうか等に関するアンケートが来ている．これにどう対応するか協議した．
このアンケートには協力したほうが良い．
出版側の事情を考慮して一定期間非公開というのが一般的．昔の論文を引用されることにより学会の知名度と会誌のサーキュレーションを高めているという他学会の事例がある．
金田編集幹事が松浦副会長と協議の上，アンケートに回答する．
議題7　会費長期滞納者対応
2回以上未払いの会員および25号以前の号について未払いの会員には督促状を出す．

督促状を出す前に幹事が知っている人に打診する．なお1号あたりの代金は3000円．
議題8　慶弔事の対応

訃報・弔辞については特別な規定を設けず，一番良く知っている人に依頼して書いてもらう．山下会員の弔辞は，金田編集幹事から北原前会長に執筆をお願いする．
幹事会で名誉会員制度を作るかどうかを次回の議題とする．
議題9　2006年大船渡大会における山下会員の講演記録について

大船渡大会における山下会員の公開講演会講演記録を地元新聞社が連載記事にしている．これを歴史地震の次号で掲載できないか，協議した．

担当記者を小松原総務幹事(当時)が調べ，金田編集幹事が新聞社と交渉することに．
議題10　入会申請書の提出先の変更について

入会申請書の提出先を北原前会長から武村現会長に改めること

次回幹事会の予定

6月4日(月)17時から地震予知総合研究振興会会議室にて行う
